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令和５年度　事業計画書

令和５年４月１日～令和６年３月３１日まで

公益財団法人　鳥取市学校給食会



１．基本方針

２．事業内容

　定款に基づき、次のとおり諸事業を行う。

（１）学校給食における食育の普及・啓発

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食絵画・標語表彰

目　　的

実施内容

② ふれあい交流給食

目　　的

実施内容

③ 調理業務体験・見学受入

目　　的

実施内容

④ 学校給食用教材・啓発資料の配布・貸出

目　　的

実施内容

⑤ 体験型講座・イベント

目　　的

実施内容

⑥ 地域の食に関する催し物への参加

目　　的

実施内容

⑦ 食に関する情報の発信

目　　的

実施内容

　「給食ができるまで」パネル・ビデオ／食育指導資料・教材／ホームページダウンロード

　児童・生徒及び保護者等に対し、健全な食生活や食習慣の理解を深める場として、栄養士・

調理員と一緒に体験型の講座やイベントを実施する。

　親子料理教室・出張講座（給食ができるまで・衛生的な手洗い）　など

　行政や地域と連携し、地産地消や食に関する催し物に参加し、学校給食における地域と食と

の関わりなどを広く公開することにより、食への関心や理解を深める。

　地域イベントへの参加　など

　学校・家庭・地域における食に関する情報の収集に利用できるように、学校給食を通じた栄

養や衛生、食材等に関する情報を随時発信する。

　ホームページの随時更新／リーフレットの配布　など

　学校や地域などで行われる食育活動の場で活用できるよう、教材（パネル・ビデオ）や資料

を作成し、配布及び貸し出しを行う。

　鳥取市内の小学校及び中学校において、成長期にある児童・生徒に対し、食育基本法に定める知育、徳育

及び体育の基礎となるべき食育の推進を支援する。

　学校教育活動の一環として行われる学校給食において、安全かつ安心な物資調達及び調理事業の実施によ

り提供される学校給食を通じて、鳥取市の学校給食の充実を図り、児童・生徒の心身の健全な発達と豊かな

人間性の育成の実現を目指す。

　主に学校給食において、食育に関する様々な事業を総合的に実施することにより、児童・生徒に対して、

食育の重要性を理解させるとともに、健全な食生活を営むことができる能力を培い、豊かな人間性の涵養や

健康の保持・増進を図る。また、学校給食における食育の普及・啓発の機会を設けることで、保護者、教職

員、地域住民等の食育に対する関心と理解を深める。

　食の重要性や望ましい食習慣などを考える機会とするため、鳥取市全域の児童・生徒から学

校給食に関するポスターと標語を募集し、優秀な作品を表彰する。

　食育月間（6月）や全国学校給食週間（1月）にあわせ学校へ応募の依頼をし、応募作品の中

から優秀作品を選考する。賞品として地元産食材（加工品含む）を贈呈する。

　食に関わる人や、地域で活動する人・団体と子どもたちが交流給食を行い、子どもたちの食

に関する知識や関心を高め、楽しい食事を通じて豊かな人間性の形成を図る。

　生産者・調理員・地元団体等との交流給食

　給食センターにおける調理業務の体験や、見学を通じて、子どもたちが調理過程や衛生面へ

の配慮、食に関わる人々の活動に対する理解を深める機会とする。

　中学生職場体験学習／高校生インターンシップ／学校給食センター見学
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（２）安全・安心な学校給食用物資の安定供給

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食用物資（副食）の購入

1．基準献立及び給食実施人員、実施日に基づき、納入品目及び数量を算出する。

2．物資委員会を開催し、産地・品質・栄養素等を確認し、購入物資を審査及び入札を行う。

3．指定業者（物資納入業者選定委員会により決定）より共同購入する。

4．購入業者により給食センターへ配送する。

② 地元産食材の優先確保

実施内容

③ 調査研究・会議

・地産地消推進協議会 ・物資納入指定業者衛生管理検査

・地場産食材生産者との連絡協議会 ・物資納入指定業者対象衛生管理等研修会

・市況情報収集 ・食材検査等

〔実施計画〕

実施日数 食数/日 実施日数 食数/日

200 3,221 195 1,447

200 3,204 195 1,863

200 2,125 195 682

8,550 3,992

※鳥取市教委提供食数参考（義務教育学校含む）

（３）安全・安心な学校給食の調理

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食調理

・徹底した衛生管理に基づく給食調理を行う。

・栄養バランス、テクスチャー（色、見た目、食感等）を損なわない調理を行う。

・献立の目標を理解し、行事食、郷土食など多様な調理を行う。

・地元産食材や旬の食材の使用量の向上に努める。

② 調査研究・会議

・地場産食材生産者との連絡協議会

・各種衛生検査（手指拭取検査・設備器具等拭取検査・収去検査　等）

合　　　　　計 2,488,440

　鳥取市からの委託を受け、食品衛生に関する各種法令等に基づき、安全・安心な学校給食調理を行い、良

質な給食を安定的に提供することにより、児童・生徒の適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図る。

実施内容

実施内容

第一学校給食センター 926,365

第二学校給食センター 1,004,085

湖東学校給食センター 557,990

実施内容

給食センター名
小学校 中学校 年間食数見込(食)

（児童・生徒・教職員）

・作付状況と献立との調整を行い、地産食材の使用量向上を図る。

　新鮮かつ良質な学校給食用物資をより低廉な費用で購入することにより、学校給食用物資の計画的、安定

的供給を図る。

　物資購入に当たっては、地元産食材の使用を優先し、天候不良や社会情勢などによる物価上昇や品不足時

においても、安定供給を欠かすことなく、保護者負担である学校給食費の軽減に努める。

実施手順
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〔実施計画〕

学校数(校) 食数(食) 学校数(校) 食数(食)

11 3,221 4 1,447

12 3,204 4 1,863

6 2,125 2 682

5 535 2 276

4 452 1 199

1 169 1 92

1 182 1 103

40 9,888 15 4,662

※鳥取市教委提供食数参考（義務教育学校含む）

（４）その他の事業

〔概　　　要〕

３．組織運営

（１）職員数

2 5 2 0 9 9 0

0 46 4 91 141 145 △ 4

2 51 6 91 150 154 △ 4

（２）研修等

① 職員研修の開催

食品衛生管理研修　（全職員対象、職責別、施設別研修　等）

その他研修　　　　（コンプライアンス研修、人権問題研修　等）

② 関係団体開催研修・セミナー等への参加

法人運営　　　　　（公益法人会計、社会保険講習会　等）

食品衛生　　　　　（ＨＡＣＣＰ、業界動向　等）

（３）労働安全衛生

① 労働安全衛生委員会の開催（毎月１回）

② ストレスチェックや健康診断に基づく、保健師による健康相談や面談指導の実施。

③ 安全衛生担当者を外部講習会等に派遣

４．その他特記事項

①

②

③ 学校給食センター業務受託施設における鳥取県HACCP認証の順次申請。（審査中：第一センター）

食品温度等のIoT温度記録管理システムの実証実験を提案、実施時期検討。（対象施設：第二センター）

人員増減

事務局

調理施設

合計

新型コロナウイルスの5類感染症移行後も事業継続の観点から事業所内における感染防止対策を継続す

る。

常勤役員 正規職員 嘱託職員 パート職員 合計 前年度計

　事業の円滑な実施のため、事務局及び調理等業務受託施設に職員を適切に配置し、研修等の実施により職

員の資質向上を図る。また職員の労働環境の改善に努めることで事業の安定的な運営を推進する。

河原学校給食センター 811

気高学校給食センター 651

鹿野学校給食センター 261

青谷学校給食センター 285

合　　　　　計 14,550

　その他当会の目的の達成に必要な事業を行う。

第一学校給食センター 4,668

第二学校給食センター 5,067

湖東学校給食センター 2,807

給食センター名
小学校 中学校 食数合計/日　(食)

（児童・生徒・教職員）

3


